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	決裁期日
	令和４年９月29日

	名　　称
	令和４年度第４回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和４年９月29日　午前・午後　　　１０時００分 ～　１０時５０分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階大会議室

	出 席 者
	　委員　３名　　事務局　５名

	会議概要
（要点記載）
	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ

３．付議事項

（１）ときわキャンプ場の指定管理について（総務課）

ときわキャンプ場の指定管理について審議。　

別紙議案により、建設課長より説明。

【質疑・意見】

「委員」

○　指定管理者は、町内業者を優先して決定するのか。
「事務局」

○　道内業者としている。地域要件を設け共同事業体として町内企業と組むことも考慮し、従業員の町内雇用確保について配慮する事業者にはプラスになるようにと考えている。
「委員」

○　追分の鹿公園キャンプ場の扱いはどのようになるか。
「事務局」

○　今回は、ときわ公園キャンプ場の指定管理者導入を行い、数年後には鹿公園キャンプ場も指定管理にすることを考えているが、現在、シルバー人材センターにキャンプ場も含めた鹿公園全体の管理をお願いしており、調整に時間を要する。
「委員」
〇　今までも町内事業者にキャンプ場管理業務を委託してきたか。

「事務局」

〇　管理業務を委託してきたが、業務をしていく中で職員が携わらなければならない事が多く、また、職員も専門知識を持っている訳では無いことから、情報発信を強化するためにもノウハウのある専門の事業者を募ることとしたい。
「委員」
〇　指定管理をしている施設は町内にどの程度あるのか。
「事務局」

〇　スポーツセンター、介護福祉施設、道の駅、米麦乾燥調製施設など複数の施設に指定管理者を導入している。

「委員」
〇　選定される業者に、ときわ公園と鹿公園のキャンプ場の２か所を管理委託することは可能か。
「事務局」
〇　委託方法により可能だと思う。
「委員」
〇　休日には多くのお客さんが、ときわ公園に来ており、野球場の利用も増えているため驚いている。町外から利用するのにも便利な場所かと思う。
　　キャンプ場で体験型イベントも実施できるようにすれば、より集客に繋がるのではないか。

「事務局」
〇　昨年度から年２回程度、体験型イベントを実施しており、商工会青年部や町内業者と連携して、薪割り体験や農産物の販売イベントを実施しており、結構来客がある。
〇　地元の子供も楽しんで体験事業に参加してもらえるようしていきたい。
「委員」
〇　指定管理の話から外れるが、鹿公園のホタル観察事業は実施しているのか。
「事務局」
〇　継続して実施している。鹿公園ホタル池などの周辺を実施しており、環境保全をしている。
「委員」
〇　北海道内にこのような管理業務を専門に請け負う事業者はあるのか。
「事務局」
〇　複数あるが、事務関係が専門で、作業系の業務は地元雇用などで対応している事業者もある。
「委員」
〇　指定管理料と、歳入との差額について、マイナスになる場合は町がその差額分を負担するのか。
「事務局」
〇　役場側が補填する。事業者側はサイクリングや体験事業、物品販売などの自主事業を実施してもらうことで、利益を出してもらう。
「委員」
〇　図面にある拡張エリアの整備内容は。
「事務局」
〇　オートキャンプや、ソロキャンプの専用サイトを作っていく。

「委員」

〇　コロナ渦でアウトドア施設の利用者が増えているので、リピーターも増えると良い。
「事務局」

〇　利用者・リピーターを呼び込めるようにしていきたい。
※出席委員了承

４．その他

事務局より今後のスケジュールについて説明。

〇　年明けに、毎年協議している分譲地キャンペーンの関係で審議会の開催を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。
※出席委員了承

５．閉会
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